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実慇にふれさせるつ

n 本0)新素材研究の

とは、 直臼が 4 mm程度の針金の
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上うなもので、ある形を作？て、

400度の高温の中に、40分間置いておくと、その形

を覚えてしまう。

年度形を覧え せるとfrニ：）た形を壊しても、 熱

風を吹きかけたり、 お湯の中に入れたりすると、
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とは、 外見は普近の回用紙
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もちろん、 描いた絵や文字の尼は全く変わi:, な

いC (ただし、 厚さは、 6倍になる。）

し 形状記憶合金に形を記億させる

c 形状記門合金

（以uよ、

ぐ成形用合座と釘

ある。）

e 電気炉(400度以しの渦度設定が可育t 化もの）
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(1){乍る形を決める

C形状記伍合金の両端をつな< t:__め、 一管罰き

ができるこうな形が艮し八

(2)成形用台座に店が（乍れるように、釘名さす。

(3)膨状記憶合金をまい了、 作りだい形を作る。

ントを作る
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。 はさみ
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字が抜ける

（少年科学館にある。）

。穴開けパンチ

。オーブント

e 色鉛宜
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(l)シ� 上！）ンクシー］、しご好ぎば絵を描く。

こ子どもは、 紹小した時の大きさ

をfメ ー ジとして特てない豆）で

見本予用意して阿くピ上い。

口）シ ー トの表面も使用てきるので、 名前等を書か

せるとよい。（サインベンて強く響くと、裏こ文

るので注甕する。）

(2)シー トに金具辛鎖を追すための

穴左開ける。

c, 穴の大苔さも1 // 6に縮小する

ので、 開ける大きさに注意する。
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直ちに取い出して、 糾誌

等にはさんみ、 その上か

ら押して"V↓っ応する。

ピンセットを使用して

(4)400及に設賃一’し/こ雪気口に40分間八れて、いを出

鷹させる，'

した 、'�気炉から奴り出して、 ゆっ
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